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　この本は、百科事典とは言いつつも、従来の百科事典や最近のWikipediaのような単語の説明

のための事典ではなく、1つの内容を2頁もしくは4頁で最新の情報なども含めて説明する中項目の

形態に大きな特徴がある。そして、読み物として活用できること、各項目を体系的に並べることにより

関連する情報も入手しやすく、現代の動物学を俯瞰して全体的に把握することができる利点を持

つものとして企画されている。これには、今日の動物学を含む生物学全体が、爆発的な知識・情報

量の増加と共に多くの分野に専門化してしまい、全体としての像を見ることが極めて難しくなってい

ることに鑑みて、全体を読み物として読んでもらうことにより、少しでも現代の動物学の全体像を理

解してもらいたい、と言う願いが込められている。

　本の出版というのは、その最も目に見える形での社会貢献の一つであると我 は々受け止めてい

る。今回出版する、この「動物学の百科事典」が、項目ごとに読者の必要とする内容に関する情報や

知識を提供できると同時に、これを通して「読んで」いただくことにより、現代の日本における動物学

の全体像をよりよく理解していただけるきっかけとなり、若い読者の中から、明日の動物学を目指す

研究者が出てくれると、これ以上の喜びはない。

2018年3月
公益社団法人 日本動物学会 会長  岡  良隆
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